
前年度授業改善推進プランの検証 学習状況の現状と課題 指導方法の課題と授業改善策

第１学年 牛木

〇ブロックを正確に動かして問題解
決に生かす姿が見られた。
〇問題解決の際には、自分で考えを
表現する方法を選んで問題に取り組
む姿が見られた。文章問題を読む際
には重要な数や言葉にマークをつけ
る癖をつけ、立式と解答に生かすこと
ができていた。
〇ノートのどこに何を書いたらよいか
を理解し、自ら書き進める姿が見られ
た。
〇ペア活動を繰り返すことで、自分の
考えを楽しく伝える姿が見られた。
◎毎日の計算プリントやドリルノート
で基礎力がついてきた様子が見られ
た。毎週末、学習用タブレットでも問
題に取り組むことができた。

〇ブロックやおはじきなどの具体物を使いながら１０までの数を
使った計算ができるようになった。一方で、いくつといくつで１０にな
るかといった数の構成が理解できず、毎回一つずつ数えなければ
ブロック操作が困難で計算が難しい児童もいる。
〇文章題の問題を理解することが難しく、適切な答え方をすること
が難しい。（特に減法（求差）の「ちがい」「どちらが」）特に、文章の
中のどの部分に着目すると加法や減法なのかを判断するのが難し
い児童がいる。
〇プロジェクターで投影して板書するとノートに書き写すことができ
るが、黒板に直接書くと写すことが難しい児童がいる。
〇自分の考えをもち計算をすることができ、問題を解こうという意欲
の高い児童がいる。一方で、友達に自分の考えを伝えることが難し
い児童が多い。
〇毎週末に学習用タブレット端末での宿題を出すことで、既習事項
の定着を図ることができた。

①自分自身の学ぶ姿勢
◎家庭学習のチェックを通して、家庭側も教員側も児童の理解度を確認し、プリント
や学習用タブレット端末などで繰り返し問題に取り組むなど、家庭との連携を取りな
がら既習事項の定着を図る。
②学ぶ内容
〇数の構成が理解できるよう、繰り返しブロックなどを使い定着を図る。
〇問題場面を言葉だけではなく、絵図などで分かりやすく提示したり、ブロックなど
の具体物を活用したりしながら演算決定をすることができるようにする。その際にブ
ロックの動かし方と問題の解き方が一致するように、「あわせて」や「のこりは」など
の問題文の中で演算決定に重要な語句に下線を引いて意識させる活動を繰り返
し、適切な立式と解答を理解できるようにする。
③学びの方法
〇ノートの書き方をパターン化することで、児童がノートを書けるようにしていく。慣
れないうちは、ノートのマスを投影して分かるようにする。
〇授業内でペア学習を取り入れ、自分の考えを友達に伝える力を身に付けさせる。
考える時に手立てになるキーワードや既習事項などを掲示する。

第２学年

〇繰り上がりや繰り下がりの計算を行う
際に簡単な計算をウォーミングアップで取
り組ませることで、自然と思考を本時の学
習に向かわせることができた。
◎ブロックや絵図を活用して表現するだけ
ではなく、その計算の仕方を説明させるこ
とで、計算の意味や方法の理解を確実に
することにつながった。
◎ICTを活用した家庭学習への取り組み
を行うとともに、補充した方がよい内容に
ついて家庭と連携して取り組ませることが
できた。
〇ICTの活用を通して児童が興味をもって
学習に向かったり、理解力が向上したりす
る様子が見られた。その一方ICT機器の
使用の仕方を確実に指導する必要があっ
た。適切な活用を児童にしていく。

〇問題、めあて、自分の考えなど板書の構造化をはかり、児童の
ノート指導を統一的に行えるようになっている。その中で自分の考
えを記入して思考力を伸ばしている姿も見られた。
〇繰り上がり、繰り下がりの計算を行う際に、繰り上がった数や繰
り下がった数を足し忘れる児童がいる。補助数を確実に書かせる
必要がある。
〇時刻の読み取りでは、時刻と時間や午前と午後を混同している
児童がいる。経過量としての時間と、時間の両端としての時刻の違
いを明確に理解させたい。また午前と午後が何時に変わるのかを
明確に理解させたい。
〇日常的に時刻や時間を意識して生活していない面があるので、
時刻と時間の学習を通して、生活に根差した時計を読み取る力の
向上が必要である。
〇長さの単位、水のかさの単位の計算問題では、単位ごとに計算
することに理解が困難な児童がいる。単位ごとに計算することの意
味や仕組みを深く説明する必要がある。

①自分自身の学ぶ姿勢
〇主体的に問題解決に関われるような習熟度別コースを生かした授業設計及び教材選択を工
夫し、自分で考え解けたという達成感を味わえるようにする。
〇学習している内容と日常生活の事象を結び付けるような単元の指導計画を工夫する。これに
より、児童が算数を学ぶ必要感や利便性を感じられるようにする。
〇東三鷹学園の小・中一貫カリキュラムを基に前後の学年の学習内容を把握し、９年間を見通
して数学的な見方・考え方を定着させる。
②学ぶ内容
〇数、式、図、言葉、表、グラフ等の数学的表現に多く触れさせ、それらを活用していくことで計
算や考え方の根拠が分かりやすくなることを理解させる。
○家庭教育と連携して、基礎的な知識理解を徹底する。
○国語科と連携して読解力を高める。
③学びの方法
○自分の考えをペアや、グループ、全体などの様々な場で交流し合う時間を設ける。
〇補充コースでは既習事項を振り返ったり、解決の仕方について見通しをもち、答えの見積もり
を立てたりする話し合い活動を取り入れる。
◎発展コースでは、複数通りの解決方法を比較しその良さを考えさせるなど、多面的に考える
場面を設け、話し合いを通して自己の考えが深まったことを実感させる授業を工夫する。

第３学年

○習熟度別の学習では、児童の実態や
課題に応じて、ヒントカード、九九表、発展
的な問題など、子に応じた指導や支援を
行うことで、児童の理解を深めることがで
きた。
◎答えより、その答えへのたどり着き方に
着目させたことで、より多様な思考を促
し、学びを深めることができた。
○学校全体で板書の構造化に取り組んだ
ことで、児童がどの習熟度別コースで学ん
でも、同じようにノートをまとめ、学習を深
めることにつながっている。
○教科書の問題だけでなく、身の回りの
生活場面に置き換えることで、児童の意
欲を高めるとともに、しっかりと題意をつ
かむことにもつながった。

〇問題場面について興味をもち、習ったことを使って解決してみよ
うと自ら意欲的に取り組める児童が多い。
○話し合いを通して考えを深めたり、ノートにもれなく記録したり、
見やすく書こうとする態度や能力については、今後育成していく必
要がある。
〇式や図、言葉などを結び付けて考えを広げたり、説明したりする
力はまだ十分とはいえない。
〇繰り上がりのたし算や繰り下がりのひき算や九九等の基礎・基
本の理解・習得ができていない、個別の支援が必要な層がある。
○時間や時刻、単位の相互関係等の理解について、個人差が大
きい。
○問題場面を読解する力に個人差がある。

①自分自身の学ぶ姿勢
〇主体的に問題解決に関われるような習熟度別コースを生かした授業設計及び教
材選択を工夫し、自分で考え解けたという達成感を味わえるようにする。
〇学習している内容と日常生活の事象を結び付けるような単元の指導計画を工夫
する。これにより、児童が算数を学ぶ必要感や利便性を感じられるようにする。
〇東三鷹学園の小・中一貫カリキュラムを基に前後の学年の学習内容を把握し、９
年間を見通して数学的な見方・考え方を定着させる。
②学ぶ内容
〇数、式、図、言葉、表、グラフ等の数学的表現に多く触れさせ、それらを活用して
いくことで計算や考え方の根拠が分かりやすくなることを理解させる。
○家庭教育と連携して、基礎的な知識理解を徹底する。
○国語科と連携して読解力を高める。
③学びの方法
○自分の考えをペアや、グループ、全体などの様々な場で交流し合う時間を設け
る。
〇補充コースでは既習事項を振り返ったり、解決の仕方について見通しをもち、答
えの見積もりを立てたりする話し合い活動を取り入れる。
◎発展コースでは、複数通りの解決方法を比較しその良さを考えさせるなど、多面
的に考える場面を設け、話し合いを通して自己の考えが深まったことを実感させる
授業を工夫する。

第4学年

◎板書は「構造化短冊」を用い、学習過程
が分かるようにしたため、ノートをまとめや
すく、学びを深める際にも役立っている。
○東京ベーシックドリルの結果をから実態
を把握し、計算ドリルやｅライブラリからを
活用して反復練習の機会を設け、基礎的
な計算力や知識・理解の定着を図ること
ができた。
〇4学級５展開という形で、習熟度別コー
スを設定し、児童の実態に合わせた導入
や展開をすすめることで、自力解決の能
力の育成を図ることができた。
〇かけ算やわり算などの基礎計算力の積
み重ねができていない児童への個別指導
の時間がとれていないため、学習の遅れ
が取り戻せていない。
〇問題文の読み取りが不十分の児童が、
テストなどのようなさまざまな問題がまと
めて出る問題に対応できていない。

〇問題場面について、習ったことを使って解決してみようと自ら意
欲的に取り組める児童が多い。
○標準的な内容で確実にノートを作っていく態度や、話し合いを通
してより良い問題解決の方法を探究していく態度については、今後
育成していく必要がある。
〇式や図、言葉などを結び付けて自分の考えを説明したり、相手
の考えを読み取ったりする力はまだ十分とはいえない。
〇加減計算や九九、わり算等の基礎・基本の理解・習得ができて
いない、個別の支援が必要な層がある。
○問題場面を読解する力に個人差がある。

①自分自身の学ぶ姿勢
〇主体的に問題解決に関われるような習熟度別コースを生かした授業設計及び教材選択を工
夫し、自分で考え解けたという達成感を味わえるようにする。
○自分の考えをペアや、グループ、全体などの様々な場で交流し合う時間を設け、その教材に
合った数学的な見方・考え方が培えるようにする。
②学ぶ内容
〇補充コースでは既習事項を振り返ったり、解決の仕方について見通しをもたせる。
◎発展コースでは、複数通りの解決方法を比較するなどの活動を通して、統合・発展的な考え
へと高めていけるような授業を工夫する。
〇数、式、図、言葉、表、グラフ等の数学的表現に多く触れさせ、それらを活用していくことが問
題場面の整理に結びつき、計算や考え方の根拠が分かりやすくなることを理解させる。
〇学習している内容と日常生活の事象を結び付けるような単元の指導計画を工夫する。これに
より、児童が算数を学ぶ必要感や利便性を感じられるようにする。
③学びの方法
〇東三鷹学園の小・中一貫カリキュラムを基に前後の学年の学習内容を把握し、９年間を見通
して数学的な見方・考え方を定着させる。
○家庭教育と連携して、基礎的な知識理解を徹底する。
○国語科と連携して読解力を高める。
◎「めあて」「問題」「自分の考え」「友達の考え」「まとめ」「振り返り」など学習過程の構造が一目
で分かるようなノート作りの基礎を身に付けさせ、学んだことを整理し活用する力を伸ばす。

第5学年

○習熟度が高いコースほど、自分の考え
を複数もったり、他の考えと自分の考えを
比較したりすることができている。習熟度
が下のコースは自分の考えをもつだけで
精一杯になってしまうことが多かった。
○レディネステストで自分の理解度を確か
めることで、自分に合ったコースを選ぶこ
とができた。
◎発展コースは、算数に対して意欲的な
児童が多く、より発展的な内容・考え方ま
で学習することができた。
〇eライブラリを活用することで、基礎的な
計算の練習を繰り返し行うことができた。
〇補充コースの人数を少なくし、人員もテ
ストの結果だけでなく今までの学習の結
果からある程度絞ることで、手厚い指導が
できた。人数が少ない中で意欲をもって取
り組める児童も多かった。
〇５年生の診断テストを行うことで、学年
全体として苦手な単元を把握し、学習に
生かすことができた。

〇問題場面について興味をもち、習ったことを使って解決してみよ
うと自ら意欲的に取り組める児童が多いが、主体的に取り組む態
度については、さらに広げていきたい。
○標準的な内容で確実にノートを作っていく態度はおおむね身に
付いている。分かりやすく整理したり、様々な表現方法で自分の考
えを表したりする力については、今後育成していく必要がある。
〇式や図、言葉などを結び付けて自分の考えを説明したり、相手
の考えを読み取ったりする力が十分とはいえない。
〇４年までに身に付ける四則計算や九九の習熟が不徹底のため
に、その集大成であるわり算の筆算処理に個人差が大きく、問題
解決のベースとなる基本的計算能力の差が、常に課題となってい
る。
○問題場面を読解する力に個人差がある。

①自分自身の学ぶ姿勢
○学んできたことが身に付いているか適切に判断し、自分に合った適切な習熟度別学習集団を
選択できるように促す。
○問題解決に際し、数学的な表現で根拠を明らかにして表現したり、試行錯誤する態度、複数
通りの方法を比較検討しより良いものを考える態度を伸ばしていくことに重点を置いて授業を行
う。
②学ぶ内容
○学習で培うべき資質・能力を明らかにし、習熟度別学習集団の程度に合った到達度を計画す
るとともに、学習の様子を評価して単元の指導方法を改善していく。
◎「めあて」「問題」「自分の考え」「友達の考え」「まとめ」「振り返り」など学習過程の構造が一目
で分かるようなノート作りの基礎を身に付けさせ、学んだことを整理し活用する力を伸ばす。
○問題場面を整理したり、自他の考えを分かりやすく記録し比較検討しやすくしたり、学習目標
に対して自分の学びの深まりの記録（ルーブリック）として活用できるようなノート作りへの意識と
態度を育てる。
◎発展コースでは、式表現、式の読み取り、計算の工夫の活用などを促進し、より数学的な思
考を伸ばしていけるようにするとともに、終盤で統合的・発展的な考えに深まっていけるようにす
る。
③学びの方法
〇東三鷹学園の小・中一貫カリキュラムを基に前後の学年の学習内容を把握し、９年間を見通
して数学的な見方・考え方を定着させる。
○国語科と連携して読解力を高める。

第6学年

○習熟度別集団の実態に合わせて、教材
の精選を行い、ＩＣＴを活用した提示方法を
工夫し、その子なりの自力解決を促した。
これにより、補充コースであっても、問題
解決の意欲が非常に高く、粘り強く取り組
む姿が見られた。逆に発展コースへの授
業設計、教材精選については実態に合わ
せてよりよいものを作っていく必要があっ
た。
○ベーシックドリル診断テストを各学期で
実施し、個別の習熟度理解を進め、各
コース展開の教材研究に生かすことがで
きた。
◎自分の考えと友達の考えを比較する集
団での話し合い活動を積極的に取り入
れ、学びを深める姿を引き出した。
〇既習事項の定着が不十分な児童に対
しては、未来塾を活用したり、放課後に補
充をしたりと、個に応じて取り組むことが
できた。

〇問題場面について興味をもち、習ったことを使って解決してみよ
うと自ら意欲的に取り組める層と受動的な層に二極化している。
○標準的なノート作りの態度や力はおおむね身に付いている子が
多い。
〇式や図、言葉などを結び付けて自分の考えを説明したり、相手
の考えを読み取ったりする力や意欲には個人差がある。
〇４年までに身に付ける四則計算や九九の習熟が不徹底のため
に、その集大成であるわり算の筆算処理に個人差が大きく、問題
解決のベースとなる基本的計算能力の差が、常に課題となってい
る。
○整数の性質（約数・倍数・奇数・偶数）、分数処理、数直線を活用
した演算決定などの知識・理解に個人差が著しい。
○問題場面を読解する力に個人差がある。

①自分自身の学ぶ姿勢
○学んできたことが身に付いているか適切に判断し、自分に合った適切な習熟度別
学習集団を選択できるように促す。
◎発展コースでは、日常的な場面と数学的な場面の相互を行き来して、学んだこと
を活用しようとする意識を高めていけるようにする。
②学ぶ内容
○問題解決に際し、数学的な表現で根拠を明らかにして表現したり、試行錯誤する
態度、複数通りの方法を比較検討しより良いものを考える態度を伸ばしていくことに
重点を置いて授業を行う。
〇東三鷹学園の小・中一貫カリキュラムを基に前後の学年の学習内容を把握し、９
年間を見通して数学的な見方・考え方を定着させる。
○各種筆算、分数の計算、図形の処理、単位の関係など、身に付けるべき知識・理
解の定着に個人差が著しいので、家庭教育や補習学習などと連携して、徹底する
機会を確保する。
③学びの方法
○学習で培うべき資質・能力を明らかにし、習熟度別学習集団の程度に合った到達
度を計画するとともに、学習の様子を評価して単元の指導方法を改善していく。
◎「めあて」「問題」「自分の考え」「友達の考え」「まとめ」「振り返り」など学習過程の
構造が一目で分かるようなノート作りの基礎を身に付けさせ、学んだことを整理し活
用する力を伸ばす。
○学習目標に対して自分の学びの深まりを振り返ることができるような「振り返り」
の場を設けるように計画する。
○図や式、言葉などの数学的表現を利用して、自他の考えの根拠を明らかにして考
えを交流したり、多面的な考え方やその比較検討を通して、統合的・発展的な考え
に高めていけるようにする。
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